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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第67期

第３四半期
累計期間

第68期
第３四半期
累計期間

第67期

会計期間
自 2019年９月１日
至 2020年５月31日

自 2020年９月１日
至 2021年５月31日

自 2019年９月１日
至 2020年８月31日

売上高 (千円) 6,770,332 5,935,770 8,411,043

経常利益 (千円) 892,488 916,531 1,041,351

四半期(当期)純利益 (千円) 556,754 627,009 657,054

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 1,408,600 1,408,600 1,408,600

発行済株式総数 (株) 2,200,000 2,200,000 2,200,000

純資産額 (千円) 5,003,486 5,642,240 5,119,315

総資産額 (千円) 9,038,984 8,812,278 8,795,269

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 277.00 315.74 327.88

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 55.00

自己資本比率 (％) 55.4 64.0 58.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 717,725 561,775 744,202

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,522 △303,566 36,861

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △25,153 △391,559 △125,699

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,411,636 4,253,601 4,386,951
 

 

回次
第67期

第３四半期
会計期間

第68期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　2020年３月１日
至　2020年５月31日

自　2021年３月１日
至　2021年５月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 114.83 167.00
 

（注）１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 ４ 第68期第１四半期会計期間より、費用計上区分の変更を行い、遡及処理をしております。なお、費用計

上区分の変更内容については、「第４「経理の状況」「注記事項」（会計方針の変更）」に記載してお
ります。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的感染拡大により、依然として

厳しい状況で経済活動の停滞が続いております。感染拡大防止策を講じるなかで、各種政策効果や海外経済に改善

の動きが見られますが、国内外の感染再拡大による景気下振れリスクの高まりや金融資本市場の変動など先行きは

極めて不透明な状況で推移しております。

建設業界におきましては、政府建設投資及び民間建設投資は一定の水準を維持しておりますが、慢性的な技術労

働者不足と建設資材の価格高騰に伴う建設コストの上昇により受注競争が激化し、依然として厳しい経営環境が続

いております。また、長時間労働等、働き方改革及び生産性向上への取り組みは業界全体での課題となっておりま

す。さらに、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないうえ、政府建設投資及び民間建設投資の動向、景気悪

化による工事の中断等予断を許さない状況が続くものと思われます。

このような状況のもと、当社は、経営の基本方針として「健全なる企業活動を通じ誠意を持って社会に貢献す

る」を掲げ、どのような環境下に置かれても、持続的発展が可能となる企業となり、株主をはじめとしたステーク

ホルダーの期待や信頼に応えるべく、企業価値の向上に向け活動を強化しております。

また、当社は引き続き工事利益率及び営業利益率の向上を目標に、受注時採算性の強化、原価管理及び施工管理

の徹底、諸経費削減などの諸施策を実施してまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、受注高は前年同四半期比2.2％減少の53億46百万円とな

り、売上高も前年同四半期比12.3％減少の59億35百万円となりました。

損益面におきましては、売上高の減少などから、営業利益は前年同四半期比0.8％減少の８億92百万円となりまし

たが、経常利益は営業外損益の増加から前年同四半期比2.7％増加の９億16百万円となりました。最終損益につきま

しても、前年同四半期比12.6％増加の６億27百万円の四半期純利益となりました。
 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 （設備事業）

設備事業の受注工事高は前年同四半期比2.2％減少の53億46百万円となりました。完成工事高は前年同四半期比

12.6％減少の58億32百万円となり、営業利益も前年同四半期比1.8％減少の11億14百万円となりました。

 （太陽光発電事業）

太陽光発電事業の売上高は前年同四半期比2.6％増加の１億２百万円となり、営業利益も前年同四半期比65.0％

増加の40百万円となりました。

 （その他事業）

その他事業の売上高は前年同四半期比5.6％増加の０百万円となり、営業利益も前年同四半期比17.9％増加の０

百万円となりました。

なお、各セグメントに配分していないセグメント損益の調整額は、全社費用の２億63百万円であり、主に各セ

グメントに帰属しない一般管理費であります。
 

　　なお、財政状態の状況については、次のとおりであります。

当第３四半期会計期間における資産は、前事業年度末に比べ17百万円増加し、88億12百万円となりました。そ

の要因は、主に売上債権が99百万円減少したものの、現金預金が１億66百万円増加したことによるものでありま

す。　

負債は、前事業年度末に比べ５億５百万円減少し、31億70百万円となりました。その要因は、主に有利子負債

が２億81百万円、未払法人税等が１億29百万円それぞれ減少したことによるものであります。　

また、純資産は、前事業年度末に比べ５億22百万円増加し、56億42百万円となりました。その要因は、主に四

半期純利益の計上に伴う利益剰余金が５億17百万円増加したことによるものであります。
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(2) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物は、１億33百万円減少し、42億53百万円となりました。　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を計上し、売上債権が減少したことなどから５億

61百万円の収入超過（前年同四半期は７億17百万円の収入超過）となりました。　

投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出などから３億３百万円の支出超過（前年同

四半期は12百万円の支出超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済及び配当金の支払いなどから３億91百万円の支出超過

（前年同四半期は25百万円の支出超過）となりました。

 

（3）経営方針・経営戦略等

当第３四半期累計期間において、当社の定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、当社は研究開発活動を特段行っておりません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,800,000

計 8,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2021年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年７月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,200,000 2,200,000
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株であります。

計 2,200,000 2,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年３月１日～
2021年５月31日

― 2,200,000 ― 1,408,600 ― 3,705
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2021年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2021年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 214,200
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

19,819 ―
1,981,900

単元未満株式
普通株式

― ―
3,900

発行済株式総数 2,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,819 ―
 

 (注) １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式５株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,400株(議決権の

数14個)含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2021年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町
2770番地の５

214,200 － 214,200 9.74

計 ― 214,200 － 214,200 9.74
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）

に準じて記載しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2021年３月１日から2021年５月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2020年９月１日から2021年５月31日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2020年８月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 4,399,951 4,566,601

  受取手形・完成工事未収入金等 1,061,827 982,688

  有価証券 35,415 －

  未成工事支出金 81,342 101,252

  その他 118,863 123,460

  貸倒引当金 △14,790 △13,450

  流動資産合計 5,682,610 5,760,552

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物 1,190,089 1,190,089

    減価償却累計額 △744,996 △767,441

    建物・構築物（純額） 445,093 422,648

   機械及び装置 459,225 459,225

    減価償却累計額 △109,706 △140,639

    機械及び装置（純額） 349,518 318,586

   土地 1,866,005 1,866,005

   その他 21,274 22,481

    減価償却累計額 △17,656 △18,948

    その他（純額） 3,617 3,533

   有形固定資産合計 2,664,235 2,610,773

  無形固定資産 16,369 16,121

  投資その他の資産   

   投資有価証券 331,473 369,736

   繰延税金資産 49,739 14,334

   その他 120,481 110,259

   貸倒引当金 △69,640 △69,500

   投資その他の資産合計 432,054 424,831

  固定資産合計 3,112,658 3,051,725

 資産合計 8,795,269 8,812,278
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2020年８月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 1,753,155 1,740,498

  1年内返済予定の長期借入金 271,532 205,866

  1年内償還予定の社債 100,000 80,000

  未払法人税等 236,557 107,459

  未成工事受入金 227,148 204,183

  完成工事補償引当金 9,500 8,510

  賞与引当金 110,070 34,870

  役員賞与引当金 15,170 －

  その他 143,533 167,591

  流動負債合計 2,866,667 2,548,979

 固定負債   

  社債 170,000 120,000

  長期借入金 540,768 394,910

  退職給付引当金 95,942 102,377

  その他 2,576 3,771

  固定負債合計 809,287 621,058

 負債合計 3,675,954 3,170,037

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,408,600 1,408,600

  資本剰余金 26,039 26,039

  利益剰余金 3,855,838 4,373,618

  自己株式 △189,069 △189,069

  株主資本合計 5,101,408 5,619,189

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 17,906 23,051

  評価・換算差額等合計 17,906 23,051

 純資産合計 5,119,315 5,642,240

負債純資産合計 8,795,269 8,812,278
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

売上高   

 完成工事高 6,670,011 5,832,801

 その他の事業売上高 100,320 102,969

 売上高合計 6,770,332 5,935,770

売上原価   

 完成工事原価 5,394,939 4,577,718

 その他の事業売上原価 75,111 61,552

 売上原価合計 5,470,051 4,639,271

売上総利益 1,300,281 1,296,499

販売費及び一般管理費   

 従業員給料及び手当 184,661 183,474

 賞与引当金繰入額 12,670 13,660

 退職給付費用 8,248 9,080

 貸倒引当金繰入額 △3,860 △1,340

 その他 198,739 199,152

 販売費及び一般管理費合計 400,459 404,027

営業利益 899,821 892,471

営業外収益   

 受取利息 1,580 17

 受取配当金 3,730 3,391

 投資有価証券売却益 1,701 9,391

 投資有価証券償還益 4,371 －

 仕入割引 630 775

 受取地代家賃 6,567 6,624

 貸倒引当金戻入額 4,200 10

 受取損害保険金 － 15,780

 その他 5,486 7,328

 営業外収益合計 28,269 43,318

営業外費用   

 支払利息 12,914 8,669

 有価証券償還損 － 1,011

 有価証券評価損 10,783 －

 投資有価証券売却損 3,635 8,868

 投資有価証券評価損 3,346 －

 その他 4,922 709

 営業外費用合計 35,602 19,258

経常利益 892,488 916,531
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           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

特別利益   

 国庫補助金 － 1,555

 有形固定資産売却益 114 －

 特別利益合計 114 1,555

特別損失   

 有形固定資産除却損 90 －

 固定資産圧縮損 － 1,555

 投資有価証券評価損 53,221 －

 会員権評価損 2,000 －

 特別損失合計 55,312 1,555

税引前四半期純利益 837,291 916,531

法人税、住民税及び事業税 272,532 256,268

法人税等調整額 8,003 33,253

法人税等合計 280,536 289,521

四半期純利益 556,754 627,009
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 837,291 916,531

 減価償却費 64,334 60,006

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,060 △1,480

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,030 △990

 賞与引当金の増減額（△は減少） △49,371 △75,200

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,060 △15,170

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,851 6,434

 受取利息及び受取配当金 △5,311 △3,408

 支払利息 12,914 8,669

 有価証券償還損益（△は益） － 1,011

 有価証券評価損益（△は益） 10,783 －

 投資有価証券売却損益（△は益） 1,934 △522

 投資有価証券評価損益（△は益） 56,567 －

 投資有価証券償還損益（△は益） △4,371 －

 有形固定資産売却損益（△は益） △114 －

 国庫補助金 － △1,555

 有形固定資産除却損 90 －

 固定資産圧縮損 － 1,555

 会員権評価損 2,000 －

 売上債権の増減額（△は増加） 289,271 99,226

 未成工事支出金の増減額（△は増加） 74,253 △19,909

 仕入債務の増減額（△は減少） △106,579 △12,657

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △177,928 △22,964

 未払消費税等の増減額（△は減少） 6,363 △33,087

 その他 5,694 38,633

 小計 1,001,584 945,123

 利息及び配当金の受取額 5,302 3,404

 利息の支払額 △12,872 △8,715

 法人税等の支払額 △276,288 △378,036

 営業活動によるキャッシュ・フロー 717,725 561,775

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 － △300,000

 有形固定資産の取得による支出 △1,515 △1,207

 有形固定資産の売却による収入 174 －

 無形固定資産の取得による支出 △3,500 △6,502

 投資有価証券の取得による支出 △130,207 △170,679

 投資有価証券の売却及び償還による収入 121,826 174,559

 その他 699 263

 投資活動によるキャッシュ・フロー △12,522 △303,566
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           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
　至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
　至 2021年５月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 －

 長期借入れによる収入 470,000 －

 長期借入金の返済による支出 △299,712 △211,524

 社債の発行による収入 100,000 －

 社債の償還による支出 △80,000 △70,000

 自己株式の取得による支出 △43,688 －

 配当金の支払額 △91,752 △110,035

 財務活動によるキャッシュ・フロー △25,153 △391,559

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 680,049 △133,350

現金及び現金同等物の期首残高 3,731,587 4,386,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  4,411,636 ※１  4,253,601
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【注記事項】

　

(会計方針の変更等)

　　　（費用計上区分の変更）

当社は、第１四半期会計期間から、従来完成工事原価で処理していた技術部門で発生した費用について、販売

費及び一般管理費で処理する方法に変更しております。経営環境の変化に迅速に対応するため、当事業年度期首

から営業部門及び施工部門をサポートする管理体制の強化を目的として、組織体制を変更しております。この変

更の過程において、当社の費用の発生状況と工事収益との関連を明確に反映させることがより有用な情報開示に

資すると判断し行ったものであります。

当該会計方針の変更は遡及適用され、前事業年度については遡及適用後の財務諸表となっております。この変

更により、前事業年度の貸借対照表は未成工事支出金が1,585千円減少しております。また、前第３四半期累計期

間の四半期損益計算書は完成工事原価が52,850千円減少し、販売費及び一般管理費が55,491千円増加することに

より、営業利益、経常利益、税引前四半期純利益及び四半期純利益がそれぞれ2,641千円減少しております。

前第３四半期累計期間の四半期キャッシュ・フロー計算書は、税引前四半期純利益及び未成工事支出金の増減

額がそれぞれ2,641千円減少しております。

なお、前事業年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期期首残高は3,112

千円減少しております。

 

(追加情報)

　　　（新型コロナウイルス感染症に関する会計上の見積り）

当社では、新型コロナウイルス感染症拡大防止策を徹底した上で事業を継続することを前提に、前事業年度の

有価証券報告書(追加情報)に記載した内容から重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況や政府建設投資及び民間建設投資の先送りや抑制によって

は、第４四半期会計期間以降の財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
至 2021年５月31日)

現金預金 4,424,636千円 4,566,601千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △13,000 △313,000 

現金及び現金同等物 4,411,636 4,253,601 
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　2019年９月１日　至 2020年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月22日
定時株主総会

普通株式 90,613 45.00 2019年８月31日 2019年11月25日 利益剰余金
 

　　　（注）１株当たり配当額には、特別配当15円が含まれております。

 
２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
３　株主資本の著しい変動

当社は、2020年４月16日開催の取締役会において自己株式を取得することを決議し、2020年４月17日付けで、

自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）により、自己株式35,000株を取得いたしました。この結果、自己株式は単

元未満株式の買取による増加及び譲渡制限付株式報酬としての処分による減少と併せ、当第３四半期累計期間に

おいて36,671千円増加し、当第３四半期会計期間末において189,069千円となっております。

 
当第３四半期累計期間（自　2020年９月１日　至 2021年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月20日
定時株主総会

普通株式 109,229 55.00 2020年８月31日 2020年11月24日 利益剰余金
 

（注）１株当たり配当額には、特別配当15円が含まれております。

 
２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 2019年９月１日 至 2020年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上
額（注）２設備事業

太陽光
発電事業

その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 6,670,011 99,420 900 6,770,332 － 6,770,332

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ － － － － －

計 6,670,011 99,420 900 6,770,332 － 6,770,332

セグメント損益 1,134,886 24,818 390 1,160,095 △260,273 899,821
 

（注）１ セグメント損益の調整額△260,273千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント損益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 2020年９月１日 至 2021年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上
額（注）２設備事業

太陽光
発電事業

その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,832,801 102,019 950 5,935,770 － 5,935,770

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ － － － － －

計 5,832,801 102,019 950 5,935,770 － 5,935,770

セグメント損益 1,114,712 40,956 460 1,156,128 △263,657 892,471
 

（注）１ セグメント損益の調整額△263,657千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント損益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
３.報告セグメント変更等に関する事項

（費用計上区分の変更）

「第４「経理の状況」「注記事項」（会計方針の変更）」に記載のとおり、当社は、第１四半期会計期間よ

り、従来完成工事原価で処理していた技術部門について、販売費及び一般管理費で処理する方法に変更したた

め、前第３四半期累計期間については、当該費用計上区分の変更を反映した数値を記載しております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期累計期間のセグメント損益が、「設備事業」で55,488千

円増加し、「調整額」で△58,129千円増加しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2019年９月１日
至 2020年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2020年９月１日
至 2021年５月31日)

１株当たり四半期純利益 277円00銭 315円74銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益(千円) 556,754 627,009

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 556,754 627,009

　普通株式の期中平均株式数(株) 2,009,931 1,985,861
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 「第４「経理の状況」「注記事項」（会計方針の変更）」に記載のとおり、当社は、第１四半期会計期

間より、従来完成工事原価で処理していた技術部門について、販売費及び一般管理費で処理する方法に

変更したため、前第３四半期累計期間については、当該費用計上区分の変更を反映した数値を記載して

おります。この結果、費用計上区分の変更を行う前と比べて、前第３四半期累計期間の１株当たり四半

期純利益が１円32銭減少しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年７月７日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　兼　　宏　　章 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　井　　雅　　也 印

 

 

　監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯島工業株式

会社の2020年９月１日から2021年８月31日までの第68期事業年度の第３四半期会計期間（2021年３月１日から2021年５

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2020年９月１日から2021年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社の2021年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

　四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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　四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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